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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc368051514][bookmark: _Toc368053126][bookmark: _Toc23250608]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報を掲載しています。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標に関する重要な情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須
	コア評価項目
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告必須 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は任意です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、またはグループ化に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も任意です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織が他の指標に該当する場合、モジュール内の他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用されます。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は、評価の中核部分を形成するものであり、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または、代替となる実務を表しており、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標であり、組織の活動等を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを熟読のうえ、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告が可能な項目の事例など、サブ指標を正確に解釈するうえで指針となるものです。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する場合やその指標がそれ以降の指標に影響を及ぼすかどうかについて説明しています。ロジックボックスがない場合は、指標は必ず適用されますが、他の指標に影響を及ぼすことはありません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価方法の概要を記載しています。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される個々の用語の定義を説明しています。



目次
本書を理解するために	2
モジュールの経路	4
序文	5
改正の概要	5
背景	6
選択	7
契約上の合意事項およびマンデートの設計	9
運用会社のモニタリングおよび報告	12
開示	13










2
[image: HD:Users:Max:Desktop:PRI:12.02.23 PRI Letterhead:Archive:Resource:Images:Word:PRI_Letterhead_subPageFooter.jpg]Copyright © 2019 PRI Association. All Rights Reserved

[bookmark: _Toc465638162][bookmark: _Toc23250609]モジュールの経路

IFI 終了: モジュールの確認ページ
IFI 01: PIIF 署名者が運用する包括的な金融の外部運用資産の比率
IFI 02: 外部運用会社選定のためのデューデリジェンス・ポリシーおよび手続き　

IFI 03: PIIFで言及される問題を含める
IFI 04: 運用会社におけるPIIF実施状況の監視
IFI 05: 運用会社による確立された業界基準に沿った情報の提供
IFI 06: 包括的な金融におけるRIのアプローチの開示
IFI 07: 包括的な金融におけるRIの推進への貢献

[bookmark: _Toc465638163][bookmark: _Toc23250610]序文
本モジュールは、包括的金融における間接投資（即ち、第三者が組織に代わって投資を運用する）に関連するものです。 
別途記載のない限り、「資産」とは、包括的金融に直接投資されている資産の割合のみを言います。包括的金融に直接・間接的に投資している場合は、間接投資に該当する分のみに基づいて以下の指標について報告してください。 
本モジュールの指標は、委託投資家の間接 – 外部の運用会社の選定、指名、モニタリングモジュールから採用しています。従って、包括的金融の投資に関して具体的なまたは明確なポリシーがない場合は、該当する以下の指標へ回答する際にこの旨を記載すると、繰り返し回答を記入する必要がなくなります。
[bookmark: _Toc23250611]改正の概要
本モジュールの指標の表現や構造は2017年度から変更はありません。
本モジュールでは事前入力が有効になっています。
モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。


	セクション

	[bookmark: _Toc465638164][bookmark: _Toc23250612]背景



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 01
	報告義務
自主開示
	説明
	一般



	IFI 01
	指標

	IFI 01.1
	組織外で運用している包括的金融の資産のうち、PIIFに署名した運用会社が運用しているおおよその割合（+/-10%）を明示してください。 

	
	 すべて

	
	 一部
	[image: ] 組織外で運用する包括的金融の資産が占める割合（%）

	IFI 01.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFI 01
	説明

	IFI 01.1
	この数値を使用し、PRIのパブリック・コミュニケーション上、署名者のAUMについて二重カウントの余地を減らします。この比率について価値判断を行うことはなく、従って、採点/評価方法の一部として使用されることはありません。









背景

	セクション

	[bookmark: _Toc465638165][bookmark: _Toc23250613]選択



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 02
	必須 
	コア評価
	一般



	IFI 02
	指標

	IFI 02.1
	以下に記載する責任投資問題へのアプローチ（PIIFの原則）を考慮する組織外の資産運用会社を選定する際のデューデリジェンス・ポリシーや手続きを設定しているかどうかを明示してください。 

	
	低所得者層が利用できる金融サービスを開発のうえ対象範囲を拡大するリテールプロバイダーを積極的に支援する（原則1）
	 している
 していない
	

	
	投資ポリシーや実務に顧客保護を組み入れる（原則2）
	 している
 していない

	
	需要を満たす適切な融資、明確かつバランスの取れた契約、紛争を解決する公正なプロセスにより投資先を公平に扱う（原則3）
	 している
 していない
	

	
	投資ポリシーおよび投資報告に環境、社会、ガバナンス（ESG）問題を組み込む（原則4）
	 している
 していない

	
	あらゆる側面において透明性を積極的に推進する（原則5） 
	 している
 していない
	

	
	顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を認識する社会的・財務リスク調整後のバランスの取れたかつ長期的なリターンの実現に努める（原則6）
	 している
 していない

	
	包括的金融のさらなる発展を支援する投資家のための統一基準の設定に協力する（原則7）
	 している
 していない

	IFI 02.2
	補足情報
[任意]

	
	





	IFI 02
	説明

	IFI 02
	PIIFが成立してからまたは組織がPIIFに署名してから、デューデリジェンスが行われていないこともあると思われます。これに該当する場合には、この指標は上記の問題を将来のデューデリジェンスに組み入れるプロセスや手続きを設定しているかどうかを意味します。

	評価

	IFI 02
	最大スコア:  3つ
この指標は、[02.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	全ての項目で「していない」と回答
	
	

	
	一つまたは二つの項目で「している」と回答
	
	

	
	三つまたは四つの項目で「している」と回答
	
	

	
	五つ以上の項目で「している」と回答
	
	





	セクション

	[bookmark: _Toc465638166][bookmark: _Toc23250614]契約上の合意事項およびマンデートの設計



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 03
	必須 
	コア評価
	一般



	IFI 03
	指標

	IFI 03.1
	運用会社と契約を締結したり、マンデートを設計するプロセスにおいて、PIIFにおいて言及されている以下の問題を含めることを考慮しているかどうかを明示してください。

	
	低所得者層が利用できる金融サービスを開発のうえ対象範囲を拡大するリテールプロバイダーを積極的に支援する（原則1）
	 考慮している
	 考慮していない
	

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。
	

	
	投資ポリシーや実務に顧客保護を組み入れる（原則2）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	
	需要を満たす適切な融資、明確かつバランスの取れた契約、紛争を解決する公正なプロセスにより投資先を公平に扱う（原則3）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	
	投資ポリシーおよび投資報告にESG問題を組み込む（原則4）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	
	あらゆる側面において透明性を積極的に推進する（原則5）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	
	顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を認識する社会的・財務リスク調整後のバランスの取れたかつ長期的なリターンの実現に努める（原則6）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	
	包括的金融のさらなる発展を支援する投資家のための統一基準の設定に協力する（原則7）
	 考慮している
	 考慮していない

	
	
	どのように考慮しているかを説明してください。

	IFI 03.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFI 03
	説明

	IFI 03
	契約やマンデートは、PIIFや組織がPIIFに署名するよりも前に存在していることがあります。そのような場合、この指標は上記の問題を将来の契約やマンデートに組み入れるプロセスや手続きがあるかどうかを意味します。
委託投資家である署名者がPIIFの原則を考慮する一つの方法は、運用会社がPIIFの署名者であることを確認することです。運用会社を選定する際には個々の原則へのコミットメントを示す多くの方法があります。以下は、原則に従って運用会社が取ることができる対策の例で、その他にも数多くあります。 
自己運用投資家が7つの原則に関連して組み入れることができるポリシーや手続きの例については、報告フレームワークの包括的金融直接（IFD）モジュールを参照してください。また、適宜、これらの要素の第三者の検証に言及することもできます。これには、紹介、外部監査、格付けなどの形態があります。

	
	PIIFの原則1: 金融サービスを低所得層に拡大する。考えられる対策の例:
リテールプロバイダーに対し、低所得層の顧客のニーズに合わせた革新的な商品を開発し、サービスをさらなる遠隔地、より影響を受けやすい層に拡大することを奨励する。

	
	PIIFの原則2: 投資ポリシーや実務における顧客保護。考えられる対策の例:
· 投資ポリシー、デューデリジェンスプロセスおよび融資または株主間契約に顧客保護ポリシーを適宜組み入れる。 
· 強制的な報告および定期的なモニタリングや評価を通じて、顧客保護の原則の実施の進捗度を確認する。 
· 顧客保護原則の推進における進展を投資家や他のステークホルダーに報告する。

	
	PIIFの原則3: 投資先を公平に扱う。考えられる対策の例:
· 適切な通貨で、十分な期間の融資を提供する。
· デフォルト、やむを得ないエグジットまたは事業再編の状況では、最終顧客の利益を重視する。

	
	PIIFの原則4: 投資ポリシーや報告へのESG問題の組み入れ。考えられる対策の例:
· Universal Standards for Social Performance Managementなどの社会的パフォーマンスタスクフォースの基準やツールを使用して社会的パフォーマンスを測定し、報告する。 
· 環境およびコーポレートガバナンスの問題に係る適切な参考資料の策定をサポートする。
· 汚職防止の実践の導入を推進する。

	
	PIIFの原則5: 積極的な透明性推進。考えられる対策の例:
· 投資先が提供する金融商品やサービスの価格設定や契約条件を十分に開示し、顧客が価格や契約条件を理解していることを確認する。 
· 財務上および社会的な投資目的を投資家にすべて開示する。 
· マイクロファイナンス業界における公正かつ透明性の高い価格設定の実現に向けたグローバル・イニシアティブであるMFTransparencyに署名する。

	
	PIIFの原則6: 社会的・財務リスク調整後のバランスの取れた長期的なリターンの実現。考えられる対策の例:
· 可能な限り議決権を行使する。 
· 株式に投資する際には、投資先に対しエンゲージメントを行い、社会に及ぼす影響と株主が求める財務リターンの間で、長期的な視野から、妥当かつ公正な一致点を見い出す。

	
	PIIFの原則7: 包括的金融のさらなる発展の支援。考えられる対策の例:
· ネットワークに参加し、ツール、情報、リソースを共有する。
· 適切で協働的なイニシアティブを策定のうえ支援する。

	評価

	IFI 03
	最大スコア:  3つ
この指標は、[03.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	全ての項目で「考慮していない」
	
	

	
	一つか二つの項目で「考慮している」
	
	

	
	三つか四つの項目で「考慮している」
	
	

	
	五つ以上の項目で「考慮している」
	
	








	セクション

	[bookmark: _Toc465638167][bookmark: _Toc23250615]運用会社のモニタリングおよび報告



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 04
	必須 
	コア評価
	一般



	IFI 04
	指標

	IFI 04.1
	現行運用会社によるPIIF原則の実施状況をモニタリングしているかどうかを明示してください。

	
	 している
	 していない

	IFI 04.2
	組織が通常義務付けている報告頻度を明示してください。

	
	 年1回以上
 2年毎以下
 不定期（具体的に記入してください）____________

	IFI 04.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFI 04
	説明

	IFI 04.3
	該当する場合、運用会社における実施状況のモニタリングにおいて優先している分野の例を挙げてください。

	ロジック

	IFI 04
	[04.1]で「している」と回答すると、[04.2]が適用されます。

	評価

	IFI 04
	最大スコア:  3つ
この指標は、[04.1および04.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	運用会社によるPIIF原則の実施状況をモニタリングしてはいない
	
	

	
	2年に一回以下の頻度でまたはその時々の状況に応じて、運用会社によるPIIF原則の実施状況をモニタリングしている
	
	

	
	年一回以上の頻度で、運用会社によるPIIF原則の実施状況をモニタリングしている
	
	





	セクション

	[bookmark: _Toc465638168][bookmark: _Toc23250616]開示



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 05
	自主開示 
	追加評価
	一般



	IFI 05
	指標

	IFI 05.1
	確立された業界基準に従って情報を提供するよう、運用会社に要請しているかどうかを明示してください。 

	
	 要請している
	 MIV情報開示ガイドライン
 インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards、IRIS）
 包括的金融投資原則（Principles for Investors in Inclusive Finance、PIIF）
 その他（具体的に記入してください）__________

	
	 要請していない
	

	IFI 05.2
	優先される指標およびこれが適用される資産の割合を記載してください。

	
	

	IFI 05.3
	補足情報
[任意] 

	
	



	IFI 05
	説明

	IFI 05.1
	MIV情報開示ガイドラインでは、マイクロファイナンス投資機関/媒体（定義およびガイダンスについては付属資料2を参照してください）が開示できる標準的な指標を提供しています。情報開示には、法的情報、投資戦略、業績およびESGポリシーを評価するためのいくつかの指標など、MIVのプロファイルが含まれています。MIV情報開示ガイドラインの完全な詳細については、www.cgap.org/gm/document-1.9.47636/CG_MIV_Rev.pdfをご覧ください。
Impact Reporting & Investment Standards（IRIS）は、各組織における社会（S）および環境（E）に係るパフォーマンスを説明する共通の基準です。IRISは組織がその影響を報告する際に使用する独立した信頼できる指標を提供しています。IRISの指標は様々なパフォーマンス目標を扱い、金融サービスなどの各種セクターに特化した指標があります。http://iris.thegiin.org/

	ロジック

	IFI 05
	指標内:
[05.1]で「要請している」と回答すると、[05.2]が適用されます。

	評価

	IFI 05
	最大スコア:  3つ
この指標は[05.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「要請していない」
	
	

	
	「要請している」
	
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 06
	必須 
	コア評価
	一般


 
	IFI 06
	指標

	IFI 06.1
	包括的金融の責任投資に対する組織のアプローチについての情報を積極的に開示しているかどうかを明示してください。

	
	 一般に開示している。URL:_________
 顧客や受益者のみに開示している
 開示していない

	IFI 06.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFI 06
	説明

	IFI 06
	この指標の目的は、署名者が包括的金融に関する情報をどのくらい広範に入手できるようにしているかを明示できるようにすることです。年金ファンドの受益者などの特定グループに提供される情報は事実上公知となっていると言えるでしょう。しかし、ここではより広く一般に対する丁寧な報告を別のカテゴリーのコミュニケーションとして扱っています。
「積極的に」とは、PRIのウェブサイト上でPRIの報告フレームワークに回答を公表する以外のことを指します。これには、組織自身のウェブサイト上の情報（PRIの報告フレームワークへの回答など）が含まれることもあります。また、最も適切であると判断されるフォームを使用して顧客に積極的に提供される情報であることもあります。

	評価

	IFI 06
	最大スコア:  3つ
この指標は、[06.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「開示していない」
	
	

	
	「はい、顧客のみに開示している」
	
	

	
	「はい、一般に開示している」
	
	






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFI 07
	自主開示 
	説明
	一般



	IFI 07
	指標

	IFI 07.1
	報告年度に、運用会社の選定、指名、モニタリング、報告以外に、包括的金融における責任投資の推進に組織が貢献したかどうかを記載してください。

	
	 貢献した
	 貢献していない

	IFI 07.2
	貢献した場合には、実際にどのような措置を講じたのか、および、それらが別の主体を通じて行われたかどうかについても記載してください。

	
	

	IFI 07.3
	補足情報
[任意] 

	
	



	IFI 07
	説明

	IFI 07.1
	責任投資の推進には、投資以外の活動を含めることができます、例えば、技術支援プログラムをサポートするための補助金、ペイシェントキャピタルまたは金融以外のリソースの提供、さらには、融資以外の金融サービスの可能性の調査などがあります。PIIF、顧客保護原則 / Smart Campaign、MFTransparency、Social Performance Task Force などのイニシアティブの推進や追加的なエンゲージメントまたは組織独自の包括的金融イニシアティブの責任投資も含まれます。運用会社の指名、モニタリング、報告以外の推進とは、包括的金融の責任投資についての認識を高める会議、パネル、セミナーまたは業界グループへの参加が含まれます。

	IFI 07.2
	例えば、財団またはその他の独立しながらも関係性を有する事業体があります。

	ロジック

	IFI 07
	[07.1]で「貢献した」と回答すると、[07.2]が適用されます。
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